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「2 ⼈⽬の壁」の実感値が 2014 年以来過去最⾼値、75.8% 
-「経済的な理由」が減少傾向も、「⼼理的な理由」が増加傾向に 

「理想の⼦どもの⼈数」が減少するきっかけは「結婚」と「出産」 
-「理想の⼦どもの⼈数が減少した」28.9%、「増加した」14.8%。減少が増加の２倍 

「今後出産する/したいと思う」がコロナ禍以降、減少。10 年間で最低値。 
-「今後出産する/したいと思う」47.1%  
-「今後は出産しないと思う」理由は「経済的不安」62.4%  

40 代⺟親は⼼理的な負担が⼤きい傾向 
-妊娠・出産・育児で⼤変だったこと「年齢を考え、⼦どもに対して申し訳ない」45.0% 

 

 2022 年 6 ⽉ 2 ⽇ 
公益財団法⼈ 1more Baby 応援団 

 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
   
 
 

公益財団法⼈ 1more Baby 応援団（所在地︓東京都港区、理事⻑︓吉村泰典）は、⽇本から少⼦化
問題をなくしたいという想いのもと、このたび、「夫婦の出産意識調査 2022」を実施、その結果をご報告いたします。 
本調査は 2013 年から調査を開始し、今年で 10 年⽬となります。今回は、既婚者 2,955 名に加え、40 代で出産を
経験した⼥性 409 名に対し、調査を実施しています。 
＊本リリースでは、単年の調査結果のグラフに調査対象者の説明がない場合は既婚男⼥ 2,955 名の結果としています。 
  経年推移の調査結果のグラフには、本年度の調査対象者数のみ記載しています。 
＊本リリース内のグラフの各数値は⼩数点第⼆位で四捨五⼊しているため、SA の調査結果であっても合計値が 100%に   

ならない場合がございます。 
 

 「2 ⼈⽬の壁※1」を感じる⽅の割合が 2014 年以降最⾼値に 
「『2 ⼈⽬の壁』は存在すると思う」75.8%・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P3 
⼥性「『2 ⼈⽬の壁』は存在すると思う」78.6%、男性「『2 ⼈⽬の壁』は存在すると思う」68.0%・・・P3 
「『2 ⼈⽬の壁』は存在すると思う」の数値は同様の設問で調査を開始した 2014 年以降横ばいで推移していたが、本年は
75.8%で過去最⾼値となった。また、男⼥間では 10.6%の開きがあった。また、「2 ⼈⽬の壁」を感じる理由について、「経済的
な理由」は減少傾向にあるものの、「⼼理的な理由」が増加傾向にあり、新型コロナウイルスの感染拡⼤など不安定な社会による影響
もみられる。 
※1｢⽣活費や教育費に関連した家計の⾒通しや、仕事等の環境、年齢等を考慮し、第⼆⼦以後の出産をためらうこと｣を指します 

「理想の⼦どもの⼈数が減少した」が「増加した」の約 2 倍。結婚時と出産時に現実に直⾯ 
「理想の⼦どもの⼈数が減った」28.9%、「理想の⼦どもの⼈数が増えた」14.8%・・・・・・・・・・・P5 
「理想の⼦どもの⼈数が減少した」理由は「体⼒⾯」34.7%、「収⼊⾯」33.2%・・・・・・・・・・・・・P5 
「理想の⼦どもの⼈数が減った」が「増えた」を⼤きく上回った。また、理想の⼦どもの数が減少するタイミングとしては「結婚した時」「⼦ども
ができた時」が上位を占めた。また、各タイミング別にみると、前者では収⼊⾯、後者では⽇常⽣活と⼦育ての両⽴に悩む⽅が多いこと
がわかった。 

「今後出産すると思う/したいと思う」が 10 年間で最低値に。コロナ禍以降、減少傾向 
「今後出産する/したいと思う」47.1%・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6 
「今後出産しないと思う」理由は「経済的不安」が 62.4%・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6 
⼀⽅、⼦どもがいない既婚⼥性は「⼼理的な不安」が 62.1%・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6 
「今後出産する/したいと思う」の数値は昨年度から減少傾向にあり、本年度は過去最低値となった。また、「今後出産をしないと思う」理
由は「経済的不安」が最も多く、新型コロナウイルス感染拡⼤などによる不安定な社会情勢の影響がみられる。⼀⽅、⼦どもがいない既
婚⼥性では「⼼理的な不安」が最も多く、62.1%となった。 
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40 代で出産した⺟親は⼼理的な負担が⼤きい傾向に 
【40 代⺟親】妊娠・出産・育児で⼤変だったこと「年齢を考え、⼦どもに対して申し訳ない」45.0%・・・P7 
40 代⺟親は、39 歳以下⺟親と⽐べて、妊娠・出産・育児における⼼理的な不安が⾼い傾向にあることがわかった。 

2 ⼈以上の⼦どもを出産した⽅の幸福度は過去 10 年を通して⾼い傾向  
「2 ⼈以上の⼦どもを出産して満⾜」95.7%・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8 
その理由は「家庭や⼦どもへの好影響」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8 
2 ⼈以上の⼦どもを出産した⽅の幸福度は、2013 年以降 90％後半を推移しており、本年度も 95.7%と⾼い数値となった。     
その理由は、「にぎやかになった」「⼦ども同⼠で遊べるようになった/成⻑した」など、家庭への好影響である傾向がみられた。 

「⼦どもがいない」家庭では「⾃分は親として⼗分ではない」と思っている⽅が多い 
「⼦どもを育てるにあたって、ご⾃⾝は親として⼗分だと思いますか︖」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P9 
「⼦どもがいない」家庭は各項⽬において⼦どもがいる家庭よりも数値が低く、特に「親としての責任・覚悟」は⼦どもがいる家庭よりも
15.0%以上低いことがわかった。 

 

  本調査結果を受けて   

⼦育て世代の出産や⼦育てに対する意識を毎年定点的に把握することを⽬的とした本調査は、今年で１０
年⽬となり、⼀つの節⽬を迎えました。この１０年間、待機児童問題をきっかけとした保育環境の改善、⼥性の
就業率の向上や幼保無償化、育児休業給付⾦の⽀給率の引き上げなどが⾏われ、⼦育て世代を取り巻く環
境は⼤きく変わりました。 

また、２０２０年以降は新型コロナウイルスの感染拡⼤によって⽣活様式が⼀変し、図らずも働き⽅改⾰が
急速に進んだことによって、家族で過ごす時間が増えた⽅も多くいるのではないでしょうか。 

このような状況の中で、⼦育て世代の意識はどのように変化したのでしょうか。「理想の⼦どもの⼈数」について
は、今年の調査で若⼲上昇したものの、１０年間の推移を⾒てみると減少傾向にあります。また、2 ⼈⽬以上の
出産を躊躇する「2 ⼈⽬の壁」を感じている⼈の割合は、今年の調査では過去最⾼となりました。また、⼦どもが
いない夫婦の出産意向が、⼼理的な問題によって低いことも浮き彫りになりました。「2 ⼈⽬の壁」を感じる要因を
⾒てみると、経済的な問題などは緩和されつつも⾼⽌まりし、⼀⽅では⼼理的な理由が増加傾向にあります。
様々な制度が開始されつつも、⼦育て世代の意識の改善には⼤きく寄与していないことが分かります。その要因
は、例えば⼥性の就業率が向上したものの⼦育て世代の⼥性は⾮正規雇⽤が多く賃⾦が低いことや、育休制
度が改善しても今なお男性が利⽤し難い⾵⼟が残されていることなど、制度が活かされていない点が挙げられま
す。また、児童⼿当の特例給付が廃⽌されることが決定するなど、⽀援制度の継続性や不平等感に不安を抱
え、⻑期的な安⼼感を得づらい⼦育て世代も多いのではないでしょうか。 

今の⼦育て世代だけでなく、さらに若い世代の⽅々が安⼼して⼦どもを産み育てられる環境を提供するために
は、全ての⼦どもが平等に、⻑期にわたって安⼼して利⽤できる制度の確⽴や、制度が活かされる⾵⼟の醸成が
必要となります。⼦育てしやすい社会は、誰もが暮らしやすい社会であるとの認識の下、政府や⾃治体、企業、
地域におけるさらなる取り組みが必要であると考えます。 
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【調査対象】 

■既婚者 2,955 サンプル 
・対象︓既婚⼥性 20-39 歳、既婚男性 20-49 歳（男性は妻が 39 歳以下かつ結婚 14 年以下） 
・割付条件①︓全国各都道府県均⼀回収（各県 63 名） 
・既婚⼦なし/既婚⼦１⼈/既婚⼦ 2 ⼈以上 それぞれを均等回収 
⇒47（都道府県数）×3（⼦ども条件）＝141 セルのそれぞれを 21 名ずつ、計 2,955 名回収 
回収後①全既婚者における各都道府県の構成⽐、②既婚者の⼦どもの⼈数の構成⽐を国勢調査より算出し 
ウエイトバックをかけた。  

■40 代での出産者 409 サンプルの条件 
・（現在 40 代かつ 40 代で第⼀⼦出産:203ss）＋（現在 40 代かつ 40 代で第⼆⼦出産:206ss）= 
2 セル回収。 

■調査⽅法︓インターネット 
 本リリースでは、単年の調査結果のグラフに調査対象者の説明がない場合は既婚男⼥ 2,955 名の結果としています。 

   経年推移の調査結果のグラフには、本年度の調査対象者数のみ記載しています。 
■調査実施期間 

事前調査 ︓ 2022 年 4 ⽉ 6 ⽇（⽔）〜4 ⽉ 12 ⽇（⽕） 
本調査   ︓ 2022 年 4 ⽉ 8 ⽇（⾦）〜4 ⽉ 11 ⽇（⽉） 

■調査主体︓公益財団法⼈ 1 more Baby 応援団 
■調査委託先︓株式会社 H.M.マーケティングリサーチ 

   

「2 ⼈⽬の壁」実感値が 2014 年以降最⾼の 75.8% 
「『2 ⼈⽬の壁』は存在すると思う/どちらかといえば存在すると思う」が過去最⾼値。 
男⼥では 10.6%の開き 

「『2 ⼈⽬の壁』は存在すると思う」の数値はほぼ横ばいで推移していましたが、75.8%となった本年度は、同様の
選択肢で調査を実施した 2014 年以降で最⾼値という結果となりました※2。＜グラフ 1＞男⼥別に⾒ると、男性では
68.0%、⼥性では 78.6%の⽅が「存在すると思う/どちらかといえば存在すると思う」と回答しており、「2 ⼈⽬の壁」は
⼥性にとってより深刻な課題である現状が浮き彫りになりました。＜グラフ 2＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 

81.8%

70.8%
75.0% 73.5% 74.5% 74.3% 73.5% 73.7% 71.6%

75.8%

60%

80%

100%
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存在すると思う ＜グラフ1
＞

「２⼈⽬の壁」は実際に存在すると思いますか。 
あなたが⽣まれ育った家庭やあなたが現在お持ちの家庭においてどう思うかをお知らせください※3。 

68.0%

78.6%

60%

65%

70%

75%

80%

存在すると思う

男性 ⼥性 ＜グラフ2
＞

n(⼥性)=2,170,SA
n(男性)=785,SA

「２⼈⽬の壁」は実際に存在すると思いますか。 
あなたが⽣まれ育った家庭やあなたが現在お持ちの家庭においてどう思うかをお知らせください※3。 

n(2022 年)=2,955,SA 
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※2 2013 年の選択肢は「存在すると思う/存在しないと思う」。2014 年~2022 年の選択肢は「存在すると思う/どちらかといえば存在すると思う/どちらか
といえば存在しないと思う/存在しないと思う」 
※3 2014 年~2022 年は、「存在すると思う」＝「存在すると思う」と「どちらかといえば存在すると思う」の合計値。 
 

「2 ⼈⽬の壁」を感じる理由、「経済的な理由」が減少傾向。⼀⽅、 「⼼理的な理由」は増加傾向 
「2 ⼈⽬の壁」実感理由の調査を開始した 2014 年からの推移を⾒ると、「経済的な理由」は緩やかな減少傾向に

あることがわかりました。しかし、70%以上の⽅が不安を感じており、⽣活者にとっては依然重要な課題であることに変
わりはないようです。⼀⽅、育児ストレスなどの「⼼理的な理由」は緩やかに増加しており、孤独な⼦育て環境や不安
定な社会情勢が出産や⼦育てに影響を与えていることが予想されます。＜グラフ 3＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 

「理想の⼦どもの⼈数」は 10 年間、緩やかに減少傾向。 
⼈⽣において「理想の⼦どもの⼈数が減少した」タイミングは「結婚」と「出産」 

「理想の⼦どもの⼈数が減った」28.9%、「増えた」14.8%。減った理由は「体⼒的に厳しいか
ら」、「収⼊が低いから」が上位 

 「理想の⼦どもの⼈数」は 2013 年以降、緩やかな減少傾向にあります。本年度は昨年から微増したものの、1.91
⼈となり、２⼈を下回りました。＜グラフ 4＞この傾向の原因を詳しく調べるため、「理想の⼦どもの⼈数」の変化（増
減）について聞いたところ、これまでの⼈⽣の中で「増えた」が 14.8%、「減った」が 28.9%という結果となりました。<
グラフ 5>また、「理想の⼦どもの⼈数」が減少した理由は、「体⼒的に厳しいから」（34.7%）、「収⼊が低いから」
（33.2%）が上位となりました。＜グラフ 6＞ 
＊「理想の⼦どもの⼈数」は、経済的な問題など外的要因を排除した上での「本当に欲しい⼦どもの⼈数」を表し、「実際に予定している⼦どもの⼈数」と切
り分けて回答を頂きますが、本調査では過去１０年間の結果から、何らかの経験や外的要因によって本来の「理想の⼦どもの⼈数」そのものが減少してい
るのではないかとの仮説のもと実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

88.5% 86.5% 85.0% 85.6% 83.6% 82.0% 81.1% 79.5%
73.1%

38.8% 39.1% 35.7% 37.1% 39.0% 43.2% 40.5%
46.9% 42.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
経済的な理由 第⼀⼦の⼦育てで⼿いっぱい 年齢的な理由 ⼼理的な理由 仕事上の理由

＜グラフ3
＞

n(2022年︓「『2⼈⽬の壁』」は存在すると思う」※3と回答した⽅)=2,239,MA

「２⼈⽬の壁」を感じる／感じそうな理由や原因としてあてはまるものをお知らせください。 

２ 

1.85⼈
2.04⼈ 2.1⼈ 2.12⼈ 2.06⼈

1.86⼈ 1.88⼈ 1.81⼈ 1.77⼈ 1.91⼈

0⼈

1⼈

2⼈

3⼈

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

＜グラフ4
＞

n(2022年)=2,955,SA

あなたは何⼈の⼦どもを持ちたいと考えていますか。 
実際の予定ではなく”理想の”⼦どもの合計⼈数をお知らせください。 
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結婚時に収⼊⾯、出産時に⼦育ての厳しさに直⾯し、「理想の⼦どもの⼈数」が減少する傾向に  

きっかけ別に「理想の⼦どもの⼈数」の減少理由を⾒ると、「結婚時に理想の⼦どもの⼈数」が減少した⽅は「収⼊が
低いから」（37.7%）、「将来も収⼊が上がる⾒込みがないから」（33.4%）といった、⾃⾝の収⼊に関わる不安が
上位を占めました。＜グラフ 7＞⼀⽅、「出産時に理想の⼦どもの⼈数」が減少した⽅は「体⼒的に厳しいから」
（42.7%）の他、「出産後、想像以上に⼦育てに厳しい社会を感じたから」（36.7%）など、ワンオペ育児や仕事
と⼦育ての両⽴を含め、⽇常⽣活において⼦育てする厳しさを減少理由に挙げる⽅が多いことがわかりました。＜グラフ8＞ 

以上から、「理想の⼦どもの⼈数」を考える際には「結婚」と「出産」という壁が存在し、前者では収⼊⾯、後者では
⽇常⽣活と⼦育ての両⽴の厳しさに直⾯する⽅が多いことが伺えました。 
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＞

n(理想の⼦どもの⼈数が減少した⽅)=852,MA

あなたご⾃⾝の理想の⼦どもの⼈数が減少した理由について、 
あてはまるものをお選びください。※上位5項⽬のみ記載 
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【結婚して理想の⼦どもの⼈数が減少した⽅】 
理想の⼦どもの⼈数が減少した理由 

※上位 5 項⽬のみ記載 
 

n(結婚して理想の⼦どもの⼈数が減少した⽅)=215,MA 
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7.3% 5.7% 4.0% 7.5% 5.0% 1.1% 1.2%

56.4%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%

⼦
H
A
,
\
U
3
減
^
>

結
婚
&
3
減
^
>

社
会
⼈
$
F
^
3
減
^
>

c
4
他
4
e
f
g
h
i
\

減
^
>

⼦
H
A
,
\
U
3
増
k
>

結
婚
&
3
増
k
>

社
会
⼈
$
F
^
3
増
k
>

c
4
他
4
e
f
g
h
i
\

増
k
>

以
前
(
)
変
m
)
F
'

あなたの⼈⽣における理想の⼦どもの⼈数の変化について
最もあてはまるものをお選びください。

＜グラフ5
＞

理想の⼦どもの⼈数が減った
（28.9%）

理想の⼦どもの⼈数が増えた
（14.8%）
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「今後出産すると思う/したいと思う」が 10 年間で最低の 47.1% 

「今後出産すると思う/したいと思う」が過去最低値。コロナ禍となった昨年から減少 
「今後出産すると思う/したいと思う」の数値は調査開始以降、ほぼ横ばいで推移してきましたが、昨年は初めて

50％を下回り、本年度は過去最低値の 47.1%となりました。＜グラフ9＞全国への緊急事態宣⾔の発出など、新型
コロナウイルスによる社会的な不安によって⼼理的負担が増加し、出産意向の数値に影響を与えていることが予想され
ます※4。また、「今後出産はしないと思う」という理由については「経済的不安（⼦育てや教育にお⾦がかかり、家計に
不安を感じる）」と回答した⽅が最も多く、6 割以上の⽅が⾦銭⾯に不安を抱えていることがわかりました。＜グラフ 10＞ 
また、正規雇⽤者同⼠の夫婦であっても、57.5%が「経済的不安（⼦育てや教育にお⾦がかかり、家計に不安を感
じる）」を理由に「今後出産はしないと思う」と回答しており、雇⽤形態に関わらず多くの夫婦が⾦銭⾯に悩みを抱えて
いる現状が明らかになりました。⼀⽅、⼦どもがいない既婚⼥性は、⼼理的な不安が 62.1％と最も⾼く、経済的な不
安（56.1％）などよりも⾼い結果となっています。＜グラフ 11＞ 
※4 緊急事態宣⾔が初めて全国に発出されたのは 2020 年 4 ⽉ 16 ⽇。2020 年の本調査期間は 4 ⽉ 10 ⽇〜4 ⽉ 16 ⽇であったため、2021 年
の調査にて初めて影響が出たと思われる。 
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＜グラフ8＞

53.9% 53.8% 54.9% 51.3% 53.9% 53.2% 52.2% 53.4% 49.6% 47.1%
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37.9%
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出産する/したいと思う 出産はしないと思う わからない

今後出産のご意向はありますか。「実際の意向・予定」としてあてはまるものをお知らせください。 
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＜グラフ11＞

今後「出産はしないと思う」理由として、該当するものをお選びください。 
※上位 5 項⽬のみ記載 

n(出産をして理想の⼦どもの⼈数が減少した⽅)=351,MA 

n(⼦どもがいない既婚⼥性)=136,MA 

n(2022 年)=2,955,SA 
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＜グラフ10＞

今後「出産はしないと思う」理由として、該当するものをお選びください。 
※上位 5 項⽬のみ記載 

n(「今後出産はしないと思う」と回答した⽅)=1,119,MA 

【出産をして理想の⼦どもの⼈数が減少した⽅】 
理想の⼦どもの⼈数が減少した理由※上位 5 項⽬のみ記載 

＜グラフ 9＞ 

３ 
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 40 代⺟親が⼤変だったことは「年齢を考え、⼦どもに対して申し訳ないと思う  
 ことがあった」で 45.0% 。全体平均と 30.5%の差  

39 歳以下の⺟親と⽐較すると年齢を起因とする⼼理的負担が⾼い項⽬が上位に 
年代別に「妊娠・出産・育児で⼤変だったこと」を聞いたところ、４０代の⺟親は「年齢を考え、⼦どもに対して申し訳

ないと思うことがあった」45.0%、「『⾼齢出産』と⾔われる機会が多く、嫌な気持ちになることがあった」35.2%、「⼦ど
もの友達の親は若い親が多かったので、居⼼地の悪さを感じた」27.6%といった項⽬が全体平均よりも 19~30%ほど
⾼く、その他の世代と⽐較して年齢を起因とする⼼理的負担が⼤きい傾向にあることがわかりました。＜グラフ 12＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

0% 20% 40% 60%

妊娠中、⾝体の痛みや不調を感じることが多かった

妊娠中、流産や死産の不安を持ち続けた

妊娠中、胎児の染⾊体異常や妊娠合併症状などの不安を持ち続けた

妊娠中、妊娠合併症に罹り、健康状態を維持するのが難しかった

「⾼齢出産」と⾔われる機会が多く、嫌な気持ちになることがあった

難産になり帝王切開での出産となったため、出産時⼤変だった

親になることへの不安があった

妊娠・出産によって体型が変化することへの不安があった

出産する病院・医師への不安があった

産後における、⾚ちゃんの発育への不安があった

漠然とした不安があった

産後うつやマタニティブルースを経験し、⼤変だった

出産直後、授乳やだっこなど、体⼒的にきついことが多かった

⼦どもが歩けるようになると、体⼒的にきつかった

⼦どもの友達は若い親が多かったので、居⼼地の悪さを感じた

年齢を考え、⼦どもに対して申し訳ないと思うことがあった

同年代で出産する⼈との交流があったので、前向きに臨めた

各種サービスを利⽤したため、⼦育てで⼤変だと思うことはなかった

⾦銭的には余裕があったので、⼦育てで⼤変だと思うことはなかった

その他

20~24歳 25~29歳 30~34歳 35~39歳 40代

35.2%

妊娠・出産・育児で⼤変だったことはありますか︖あてはまるものを全てお選びください。 

n(20~24 歳)=50,MA 
n(25~29 歳)=278,MA 
n(30~34 歳)=631,MA 
n(35~39 歳)=599,MA 
n(40 代)=409,MA 
 

＜グラフ 12＞ 

45.0% 

27.6% 



 

 

8/12 

2 ⼈以上の⼦どもを出産した幸福度は、10 年間 90%後半を推移  
本年の調査では、95.7%が「2 ⼈以上の⼦どもを出産して満⾜」と回答 

 「2 ⼈⽬の壁」を多くの⽅が実感している⼀⽅、2 ⼈以上の⼦どもを出産した⽅に対して「２⼈以上の⼦どもを出産
して満⾜」と回答した⽅は 10 年間を通して 90%台後半を推移しており、本年の調査においても 95.7%となりました。 
＜グラフ 13＞ 
 
 
 
 
 
 
 
※5 「満⾜している」＝「とても満⾜している」と「やや満⾜している」の合計値。「不満を感じている」＝「とても不満を感じている」と「やや不満を感じている」

の合計値 

 
幸福度が⾼い理由は「家庭や⼦どもへの好影響」 
本年度の調査において、「2 ⼈以上の⼦どもを産んで/育ててよかった」と感じる理由としては、「家族が多くなったので、

にぎやかで楽しくなった」（66.0%）、「⼦ども同⼠（兄弟姉妹）で遊べるようになった」（62.4%）、「⼦ども同⼠
（兄弟姉妹）で成⻑した」（55.9%）が上位となり、家庭や⼦どもへの好影響の観点から 2 ⼈以上の⼦どもを出産
して良かったと感じている⽅が多いことがわかりました。＜グラフ 14＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
「⼦どもがいない」家庭では「⾃分は親として⼗分ではない」と思っている傾向 

「親としての責任・覚悟」は⼦どもがいる家庭よりも 15.0%以上低い 

⼦育てをするにあたり「ご⾃⾝が親として⼗分と思うか」と質問したところ、「⼦どもなし」家庭では、すべての項⽬に  
おいて「⼦ども 1 ⼈」家庭、「⼦ども 2 ⼈以上」家庭の数値を下回っていることがわかりました。＜グラフ 15＞最も差が
⼤きかった項⽬は「親としての責任・覚悟」で、「⼦ども 1 ⼈」家庭と⽐較すると 18.0%、「⼦ども 2 ⼈以上」家庭と⽐
較すると 16.8%の数値の差がありました。「⼦どもなし」家庭では、「⾦銭⾯」、「教育⾯」などのその他の項⽬における
不安があるため、親としての⾃信が醸成されず、「親としての責任・覚悟」の項⽬で「⼦ども 1 ⼈」家庭や「⼦ども 2 ⼈」
家庭と⼤きな差がついたと考えられます。 
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＜グラフ14＞

２⼈以上の⼦どもを産んで／育ててよかったと思うことは何ですか。 

5 

97.7% 98.2% 97.6% 98.0% 96.5% 96.3% 95.2% 96.8% 94.5% 95.7%

2.3% 1.8% 2.4% 2.0% 3.5% 3.7% 4.8% 3.2% 5.5% 4.3%
0%

50%
100%

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

満⾜している 不満を感じているn(2022年︓⼦どもが2⼈以上いる⽅)=1,020,SA

２⼈以上の⼦どもを出産したことについて、家庭の幸福感の観点から、満⾜していますか。※5 

＜グラフ13＞ 

n(⼦どもが 2 ⼈以上いる⽅)=1,020,MA 

6 
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調査主体について 
公益財団法⼈１more Baby 応援団 
理想の数だけ⼦どもを産み育てられる社会を実現するため、結婚・妊娠・出産・⼦育て⽀援に関する情報
提供及びその実現に必要な事業を⾏い、将来の活⼒ある社会環境の維持・発展のために寄与することを⽬
的に活動。 
「1more Baby 応援団」ポータルサイトと公式 Facebook ページでは、出産に関するママ・パパの意識を把

握するための調査結果や、「もうひとり、こどもが欲しい」という家族の想いを応援する情報を発信しています。 

設⽴⽇︓2015 年 1 ⽉ 15 ⽇（2017年 10 ⽉公益財団化） 
所在地︓東京都港区⾼輪 3丁⽬ 22番 9号 
電  話︓03-6840-8836 
理事⻑︓吉村泰典 

＜活動内容・実績＞ 
●⼆⼈⽬の不妊治療を応援するサイト「⼆⼈⽬不妊ウェルカム病院」公開 （２０２０年５⽉） 
●ユネスコ「国際セクシャリティガイダンス」に基づいた妊娠・出産に関する知識啓発サイト「SEXOLOGY」公開 
（２０２０年５⽉） 
同サイトがキッズデザイン「⼦どもたちの創造性と未来を拓くデザイン」部⾨、賞審査員⻑特別賞を受賞  
（２０２１年９⽉） 
他、妊娠や出産、⼦育てや働き⽅に関するシンポジウムやセミナー、交流会を多数開催。 

＜出版物＞18時に帰る 〜「世界⼀⼦どもが幸せな国」オランダの家族から学ぶ幸せになる働き⽅〜 
       なぜあの家族は⼆⼈⽬の壁を乗り越えられたのか︖ママ・パパ 1045 ⼈に聞いた本当のコト 
＊「1 more Baby 応援団」ポータルサイト （http://1morebaby.jp） 
＊「1 more Baby 応援団」Facebook （http://facebook.com/1morebaby） 

 
 
 
 
 
 

■このリリースに関するお問い合わせや取材、資料をご希望の⽅は下記までご連絡ください■ 
 

1 more Baby応援団広報事務局（ピーアールコンビナート株式会社内） 担当︓喜井、三樹（みつぎ） 
TEL︓03-3263-5622 / FAX︓03-3263-5623 / mail︓1morebaby@prk.co.jp 
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n(⼦どもなし)=768,SA
n(⼦ども1⼈)=1,167,SA
n(⼦ども2⼈以上)=1,020,SA

＜グラフ15＞

＜グラフ15＞

⼦どもを育てるにあたって、ご⾃⾝は親として⼗分だと思いますか︖ 
(かなり⼗分だと思う/それなりに⼗分だと思うと回答した割合) 

 



 

 

10/
12 

10 年間の社会の出来事と調査データの推移 
 

 

 

 

 

 理想の⼦ど
もの⼈数 

「2 ⼈⽬の壁」
実感値 

今後の出産意向
「出産する/したいと

思う」 

⽇本は「産みやすい
国」に近づいている 出⽣数※1 主な社会情勢 主な出来事 

2013 年 1.85 ⼈ 81.8% 53.9% ー 1,029,816 ⼈ 
・アベノミクスによる景気
回復ムード 
・2020 年夏季五輪の
東京開催が決定 

・厚⽣労働省「イクメン企業アワード」を初開催 

2014 年 2.04 ⼈ 70.8% 53.8% ー 1,003,539 ⼈ 

・「マタハラ訴訟」にてマタ
ハラへの関⼼が集まる 
・消費税の引き上げ延
期 
・７年ぶりの円安・株⾼ 

・育児休業給付⾦の⽀給額引き上げ 
(休業開始前賃⾦の６７％) 
・「マタハラ訴訟」にて「マタニティ・ハラスメント」に対
する初の最⾼裁判断 

2015 年 2.10 ⼈ 75.0% 54.9% ー 1,005,677 ⼈ 
・外国⼈観光客の激増 
・爆買いが流⾏語⼤賞 
・ラグビーW 杯で⽇本劇
的勝利 

・「⼦ども・⼦育て⽀援新制度」本格施⾏ 
（地域型保育事業がスタート） 
・「次世代育成⽀援対策推進法」延⻑  

2016 年 2.12 ⼈ 73.5% 51.3% ー 976,978 ⼈ 

・待機児童問題が社会
課題として注⽬される 
・出⽣数が初の 
１００万⼈割れ 
・消費税増税、再延期 
・熊本地震発⽣ 
・⽇銀がマイナス⾦利を
初導⼊ 
・リオ五輪開催 

・「⼦ども・⼦育て⽀援法」改正 
（企業主導型保育事業の開始） 
・「保育園落ちた⽇本死ね」が待機児童問題を
喚起したとして「2016 ユーキャン新語・流⾏語⼤
賞」トップ１０⼊り 
・出⽣数が初めて 100 万⼈を下回る 

2017 年 2.06 ⼈ 74.5% 53.9% 30.1% 946,065 ⼈ 
・認定こども園、全国初
の認定取り消し 
・九州北部豪⾬が発⽣ 
 

・働き⽅改⾰実⾏計画の決定 

2018 年 1.86 ⼈ 74.3% 53.2% 27.3% 918,400 ⼈ 

・⼥性の就業率が初め
て７割を超える 
・平昌五輪開催 
・⻄⽇本豪⾬、北海道
地震など災害が多発 
 

・「⼦ども・⼦育て⽀援法改正」施⾏ 
（「越境⼊所」の推進） 

2019 年 1.88 ⼈ 73.5% 52.2% 32.2% 865,239 ⼈ 
・消費税率引き上げ 
・「令和」に改元 
・ラグビーW 杯⽇本⼤
会開催 

・「⼦ども・⼦育て⽀援法改正」施⾏  
（幼保無償化の開始） 
・「働き⽅改⾰を推進するための関係法律の整備
に関する法律」施⾏ 
（有給休暇取得の義務化） 
・合計特殊出⽣率が 2.22 となり、⼈⼝置換⽔
準（同年 2.24）を初めて下回る 

2020 年 1.81 ⼈ 73.7% 53.4% 29.6% 840,835 ⼈ 

・新型コロナウイルス感
染拡⼤ 
・緊急事態宣⾔の発出
などによる⽣活様式の
激変 
・東京五輪開催延期 
・九州豪⾬発⽣ 
・菅内閣発⾜ 

⼦ども・⼦育て⽀援情報公開システム「ここ de サ
ーチ」の運⽤開始 

・「⼤学等における修学⽀援に関する法律」施⾏ 
（住⺠税⾮課税世帯等における授業料等の減
免） 

2021 年 1.77 ⼈ 71.6% 49.6% 23.7% ー 
・東京五輪開催 
・新型コロナウイルスのワ
クチン接種開始 
・岸⽥内閣発⾜ 

・「育児・介護休業法施⾏規則の改正」施⾏  
（原則全労働者の育児・介護休暇の取得が可
能に） 

2022 年 1.91 ⼈ 
75.8% 

47.1% 30.4% ー 
・⽣活必需品、光熱費
の値上げラッシュ 
・半導体不⾜ 
・ロシアのウクライナ侵攻 

・「育児・介護休業法改正」施⾏ 
（男性従業員への育休取得に関する企業からの
呼びかけが義務化） 

※1 引⽤︓厚⽣労働省「⼈⼝動態調査」https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1a.html 
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 出産に関する「経済的不安」は減少傾向に  

今後「出産しない」理由における「経済的不安」が占める割合は調査開始以降緩やかに減少しており、本年度は初めて 70%を下回
り、62.4%となりました。2019 年 10 ⽉に施⾏された「⼦ども・⼦育て⽀援法」における幼児教育・保育の無償化などの政策が好影響
を与えていることが予想されます。しかし過去最低値となった本年度の調査においても、「経済的不安」の数値は 60%を超えており、   
⾦銭⾯は⽣活者が出産を検討するうえで、引き続き重要な課題であることが伺えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「2 ⼈⽬の壁」を感じる理由。各就業形態において「経済的な理由」「第⼀⼦の⼦育てで⼿いっぱい」が⾼い傾向  

既婚⼥性の各就業形態（フルタイム/パートタイム/専業主婦）において、「経済的な理由」は⾼い数値で推移しており、経済的な
負担が「2⼈⽬の壁」を感じる⼤きな要因となっていることが伺えます。また、各就業形態において「第⼀⼦の⼦育てで⼿いっぱい」も⽐較
的⾼い数値で推移しており、本年度はフルタイムで 50.4%、パートタイムで 51.6%、専業主婦で 50.6%となりました。フルタイムとパー
トタイムにおいては仕事と⼦育ての両⽴、専業主婦においてはワンオペ育児等の影響が伺える結果となりました。 
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今後「出産はしないと思う」理由として、該当するものをお選びください。 
「経済的な理由」の推移 

n(2022 年︓今後は出産しないと思う)=1,119,MA 
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【フルタイムで働く既婚⼥性】
「２⼈⽬の壁」を感じる／感じそうな理由や原因としてあてはまるものをお知らせください。※2022年度の上位5項⽬のみ記載

n(2022 年︓フルタイムで働く既婚⼥性)=547,MA  
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【パートタイムで働く既婚⼥性】 
「２⼈⽬の壁」を感じる／感じそうな理由や原因としてあてはまるものをお知らせください。※2022 年度の上位 5 項⽬のみ記載 

n(2022 年︓パートタイムで働く既婚⼥性)=338,MA  

＜グラフ 1＞ 

＜グラフ 2＞ 

＜グラフ 3＞ 

＜グラフ 1＞ 
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 「保活」は引き続き重要な課題。「⼦ども 1 ⼈」の既婚者では「『保活』がなければもう⼀⼈」50%前後を推移  

2016 年に「保育園落ちた⽇本死ね」がユーキャン新語・流⾏語⼤賞のトップ 10 ⼊りするなど、⽇本において、就労条件を変更した
り、⼊所しやすい保育所の近くに引っ越したりするなどの⼦どもを保育所に⼊れるために保護者が⾏う活動を指す「保活」は重要な社会
課題となっています。調査を開始した 2016 年から「『保活』がなければもう⼀⼈⼦どもを持ちたい」と回答した⽅の推移を⾒ると、「⼦ども
1 ⼈」の既婚者では全体平均を上回り、50%前後を推移しています。「⼦ども⼀⼈」の既婚者層で⾼い数値を⽰していることから、「保
活」を経験した⽅が、「保活」の厳しさを理由に出産を踏みとどまっている可能性が伺えます。 

2018 年 4 ⽉には「⼦ども・⼦育て⽀援法」の改正にて、待機児童問題の解消のために、待機児童の保護者が住む市区町村以外
の保育所への「越境⼊所」の推進や「事業主拠出⾦」の引き上げが実施されましたが、データを⾒ると⼤きな改善は⾒られておらず、  
出産を考える⽣活者にとって「保活」は⼤きな懸念材料であり続けています。 
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【専業主婦】 
「２⼈⽬の壁」を感じる／感じそうな理由や原因としてあてはまるものをお知らせください。※2022年度の上位5項⽬のみ記載 

n(2022 年︓専業主婦)=784,MA  

＜グラフ 4＞ 

＜グラフ 5＞ 


